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研究成果の概要（和文）：本研究は、作曲家武満徹がリディアン・クロマティック・コンセプト（以下LCC）と
いう主にジャズで用いられる理論をいかに応用しているのか、明らかにすることを目的とした。しかし、コロナ
禍の影響で研究の方向性を大幅に見直す必要が生じ、その結果、武満作品研究に関しては、《地平線のドーリ
ア》の分析に取り組み、そこで武満がLCCを雅楽などと関連づけて独自の形で応用していることを明らかにし
た。またこの研究以外に新たに細川俊夫作品研究を開始し、彼の音高システムの主要な点を解明することができ
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine how Toru Takemitsu used the Lydian Chromatic 
Concept (LCC), a jazz theory, in his work. However, owing to the COVID-19 pandemic, the direction of
 this research had to be drastically revised. As a result, I analyzed “The Dorian Horizon.” In 
this analysis, I clarified that Takemitsu had applied the LCC in relation to gagaku in his own way. 
In addition, I began researching the works of Toshio Hosokawa, and the study clarified the central 
aspect of his pitch organization.

研究分野：美学および芸術論関連 / 芸術一般
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研究成果の学術的意義や社会的意義
武満徹と細川俊夫は日本の現代音楽を代表する重要な作曲家とみなされており、国内外を問わず、研究が進めら
れてきた。そこで本研究は、彼らの作曲技法において、これまで明らかになっていなかった点を解明することに
努めた結果、一定の成果が得られたと考えている。またリディアン・クロマティック・コンセプトというジャズ
の理論を武満徹という現代音楽の日本人作曲家がいかに応用したかという問いは、横断的かつインターカルチュ
ラルな研究課題で、今日取り組む価値があるものと思われる。そのため本研究の成果は明確な学術的意義がある
と判断している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
武満徹は今日、音楽史上において重要な作曲家と位置付けられているが、彼の作曲技法に関し
ては未だに不明な点が多い。なかでも武満自身が大きな影響を受けたと述べているリディアン・
クロマティック・コンセプト（以下 LCC）という主にジャズで用いられる理論が彼の作品にお
いていかに取り入れられたかについての研究はほとんど進んでいないのが、研究開始当初の状
況であった。 
また武満徹の LCCへの関心は単なる一作曲家の好奇心として捉えられることが一般的であっ
たと思われる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、LCC が本来ジャズでどのような形で使用された理論であるかを解明し、そ
こから武満の LCCの自作への取り入れ方の特徴を明らかにすることである。また武満の LCCへ
の関心が、マイルス・デイヴィスやジョン・コルトレーンなどの同時代のジャズ・ミュージシャ
ンたちが西洋音楽からの脱却を試み新たな音楽表現を模索した時に LCCから大きな影響を受け
たことと深い関わりがあるのではないかという疑問が生じ、この点も明らかにすることを本研
究の目的とした。 
尚、この LCCに関する研究を通じて、この理論がジャズ以外のジャンルにおいても有効な理
論になりうるかを解明することも期待した。 
 
３．研究の方法 
⑴LCCの特徴の明確化 

LCCがどのような背景で生まれ、どのような重要性をもつものであったかという歴史的背景、

ジャズなどでいかに使用されてきたかという理論的側面、実践的側面などを調査する。具体的に

は、LCC、この理論を考案したジョージ・ラッセル、これから影響を受けたと言われているモー

ド・ジャズに関連する資料調査を行うと同時に LCCの関係者に対する調査も進める。 
⑵武満作品における LCCの役割の明確化 
⑴の研究結果を踏まえた上で武満作品の分析を行う。特に武満が LCCを応用した作品として
知られている《地平線のドーリア》などを分析対象作品とする。 
 
４．研究成果 

本研究は、新型コロナウイルス感染症流行により、予定していた国外での調査や国内の音楽大

学の図書館などでの調査を行うことが困難になり、研究の方向性を大幅に見直す必要が生じた。

その結果、LCCと武満作品の研究に関しては、自身で進めることが可能な研究に取り組むことに

し、それ以外に新たに細川俊夫作品研究を開始した。 

LCCと武満作品の研究に関しては、可能な限りの資料収集・調査を行い、LCCの関係者にも取

材を行った。具体的には『調性組織におけるリディアン・クロマティック・コンセプト The Lydian 

Chromatic Concept of Tonal Organization』の翻訳を担当した一人であり、ジョージ・ラッセルに師

事した布施明仁や同様にラッセルのもとで学び、LCCの講座を開講している藤原大輔にオンライ

ンなどで取材を行い、多くの貴重な情報が得られた。また2021年4月から11月までの期間に15回

にわたって藤原大輔がオンラインで行ったLCCの講座を受講したことにより、この理論への理解

を深めることができた。 

これらの資料、取材、講座などを通じて得た知識などをもとに《地平線のドーリア》の分析に

取り組み、その成果をまとめた論文を2022年度に『音楽表現学』に投稿し、出版された。この論

文を通じて、モード・ジャズの音楽家たちが旋法的な手法を用いて水平的な演奏方法を模索した

ことに共通する特徴が《地平線のドーリア》には見られること、また武満がLCCを雅楽などと関

連づけて独自の形で応用していることなどを明らかにした。 

細川作品研究に取り組むきっかけとしては、ソルボンヌ大学音楽学研究所IREMUSの研究員

Liao Lin-Niから細川の笙のための作品に関する研究発表を依頼され、フランス国立音響音楽研



究所（IRCAM）でオンラインを通じて発表を行ったことが大きい。この講演を準備する上で、

細川に取材を行い、この取材の内容はカナダの学術誌に掲載された。これらの講演や取材などを

通じて、コロナ禍においても細川作品研究が国内で行え、比較的に進めやすいことが分かり、ま

たこの研究自体まだあまり進んでいないこと、細川は武満に大きな影響を受けた作曲家である

ため、細川作品研究は本研究を進める上でも役に立つと考えられること、など様々な点から細川

作品研究に取り組む意義があると考えられ、同時に取り組むことに決めた。 

その結果、細川作品研究においても成果が得られたと考えている。特に細川作品の音高システ

ムはこれまで明らかになっていなかった点が多かったが、オクタトニック・スケールが1990年代

後半以降に彼にとっての「調性のようなもの」であることを1990年代の作品を分析することによ

って明らかにした。この研究結果は学術誌に投稿し、受理された（2024年10月に出版予定）。ま

た2023年5月に武満と細川の作品研究に関する発表をフランス国立音響音楽研究所で行い、さら

に同年6月にLangages artistiques Asie-Occident（Langarts）がパリのInstitut national d’histoire de l’art

で開催した学会に参加して、細川のリズムの考え方に関する発表を行った。この発表をもとに執

筆した論文はLangartsの編集委員会によって査読され、その結果、出版社L’Harmattanから2024年

6月に出版される予定である。尚、本研究の対象となる細川には2023年12月末にインタビューを

行うことができ、多くの新たな情報を得ることができた。この情報をもとに進めた分析をまとめ、

学会発表と論文執筆に取り組むことを予定している。 

またLCC、武満作品、細川作品には直接関係はないが、これらの研究に取り組む以前から進め

ていたカイヤ・サーリアホ作品などのスペクトル音楽に関する研究を2019年度にも取り組んだ。

このことにより20世紀後半の音楽家や作曲家たちに共通する考えや関心事を俯瞰して捉えるこ

とが可能になった。 
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